
２．沿革

この地に人が住み始めたのは、旧石器時代にあたる約２万年前といわれ、浅間谷や狭山

遺跡、松原遺跡では、その頃の石槍等が発見されている。奈良・平安時代になると、狭山

丘陵の南麓にはいくつかの谷津田がつくられ、集落が発達した。鎌倉時代は、武士集団で

ある武蔵七党の一つ村山党の根拠地となり、後には小田原北条氏の支配下となった。

江戸時代に入り、日光街道と青梅街道が交差する箱根ケ崎は宿駅として発達し、さらに

幕府の新田開発の奨励により、栗原・長谷部・下師岡の つの新田が開かれた。

明治 （ ）年に箱根ケ崎・石畑・殿ヶ谷・長岡の か村をもって組合を組織し、行

政運営を行ってきたが、昭和 （ ）年に組合を発展的に解消して町制を施行し、瑞穂

町が誕生した。昭和 （ ）年には、町村合併促進法に基づき、埼玉県入間郡元狭山村

の一部と合併し現在の瑞穂町が形成された。

この間、昭和 （ ）年に八王子・東飯能間に鉄道（現八高線）が開通し住民の足と

して大いに利用され始め、商業活動も盛んとなった。

昭和 （ ）年から （ ）年にかけて、陸軍が狭山丘陵から南に面した福生市に

連なる広大な山林や畑の買収を行い、飛行場が設置され、併せて箱根ケ崎駅から周辺の軍

事施設への道路整備が進められた。昭和 （ ）年には占領軍が飛行場を接収し、横田

基地となった。

昭和 年代後半には都営住宅が建設され、また周辺地域の市街化が進行した。また、昭

和 （ ）年には市街化区域と市街化調整区域の区域指定をし、昭和 （ ）年には

西部土地区画整理事業及び公共下水道事業を開始した。

昭和 （ ）年に「心のふれあう町をつくろう」をモットーに、瑞穂町まちづくり総

合計画がつくられ、平成 （ ）年には、第 次長期総合計画として「ヒューマンタウ

ンみずほ―人間尊重のゆとりあるまち―」が、平成 年には第 次長期総合計画と

して「人と自然が織りなすまち みずほ ～快適な生活環境をめざして～」を策定した。

まちづくりでは、平成 （ ）年に国道 号瑞穂バイパスが開通し、平成 （ ）

年には八高線八王子・高麗川間が電化開業するなど交通の利便性が向上した。また、平成

（ ）年に西部土地区画整理事業が完了し、平成 （ ）年には箱根ケ崎駅西、殿ケ

谷両地区の土地区画整理事業、平成 年には新青梅街道の再拡幅事業が認可される

など、都市基盤整備を進めている。

平成 （ ）年には高齢者福祉センター「寿楽」、平成 （ ）年に心身障害者（児）

福祉センター「あゆみ」、平成 （ ）年に新保健センター、平成 （ ）年にあすな

ろ児童館等複合施設など福祉・保健施設が相次いで完成した。

通信・情報化関連施策として、平成 （ ）年にはホームページの開設や戸籍事務の

コンピューター化を実現した。

また、循環型社会を築くための拠点施設として、平成 （ ）年 月にみずほリサイ

クルプラザを開設した。

平成 （ ）年 月には横田基地との民間の交流を目的として瑞穂・横田交流協会が

設立された。また、平成 （ ）年 月には米国モーガンヒル市と姉妹都市提携し、現

在も交流が続いている。
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平成 （ ）年 月には町民の念願であった箱根ケ崎駅舎及び東西自由通路が完成、

同年 月には国有財産を活用したみずほエコパークがオープン、平成 （ ）年

月には元狭山コミュニティセンターがオープンした。平成 （ ）年 月には残堀川改

修工事が完成、平成 年 月には長岡コミュニティセンターがオープンするなど、

まちづくりが着実に進んでいる。

平成 年 月には、自然環境資源、景観資源を結び付けることにより、観光の振

興を図るため、「水・緑と観光を繋ぐ回廊計画」を策定した。計画の拠点施設として、平成

年 年に郷土資料館「けやき館」、平成 年に「さやま花多来里の郷」を整

備するなど、計画を進めている。

役場庁舎の耐震性能不足などに対応するため、平成 年 月に新庁舎の建設の検

討を開始した。平成 年 月に完成予定であり、住民サービスも一段と向上する

事業である。

平成 年度を目標年次とした第 次瑞穂町長期総合計画の、将来都市像「みらいに ず

っと ほこれるまち“潤いあふれ、活力みなぎる地域社会をめざして”」の実現に向け、「自

立と協働」の基本理念に基づき、町民、事業者、町が自立し、英知を結集して協働するこ

とにより、潤いと活力を実感できるまちを目指している。
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